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 ５．どうつながるのか？／それぞれの行為の関係 





























   ビジネスに必要なファシリテーション、プレゼンテーションなどのスキルを 
   実践的に身につける。 
 企業、官庁の研修（組織開発） 
   組織の現状、ビジョン、リーダーのあり方、および自分のキャリなどについての対話を 
   積み重ねることで、組織にチームとしての一体感を育む。   
 起業希望者等のブランディング（相互理解） 
   自分の体験を棚卸し、起業するビジネスのカテゴリー、対象顧客、商品、協力者などを 
   対話を通じて描いていく。 
 異業種交流団体の対話支援（組織開発） 
   互いの業種、個性を理解しあい、つながりを深めるためのきっかけを提供する。 
   異なる考えを交える対話を促すことで学びを深める。 
 大学の授業（スキル習得） 
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   傾聴、自己表現、合意形成、企画開発など 
   チームとしてのコミュニケーションの作法を習得する。 
 大学の授業（相互理解） 
   自分の体験を棚卸し、長所、短所、将来などに関する対話を通じて 
   自己を相対化し、自他の理解を深め、将来ビジョンを描く。 
 小中学校の授業（相互理解） 
   自分の体験を語り合い、長所を見つけあうことで 
   違いを尊重しあうコミュニケーションのあり方を探す。 
 一般公開講座（スキル習得） 
   あらゆる市民を対象として、ファシリテーション、プレゼンテーション、 
   ロジカルシンキング、企画開発、リーダーシップなどのスキルを習得する。 
 自治会などの対話支援（相互理解） 
   協働参画、合意形成、違いの尊重などのテーマで対話を促し 
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